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平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し

た
一
般
会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
17
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
な
ど
の

財
務
諸
表
を
盛
り
込
ん
だ
決
算
説
明
書
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
審
査

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
事
業
別
の
一
問
一
答
方
式
で
の
質
疑

を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
４
つ
の
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
建
設
環
境
委

員
会
、
市
民
厚
生
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▲平成30年度一般会計決算を起立多数で認定

に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、
外
国
人
支
援
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
支
援
で

き
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
配
置
し
た
店

舗
と
台
数
を
伺
う
。

答　
夜
間
、
休
日
で
も
利
用

が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

は
以
前
よ
り
要
望
が
あ
り
、

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
地
域
活

性
化
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

き
、
市
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ

ブ
ン
全
17
店
舗
の
う
ち
協
定

の
同
意
が
得
ら
れ
た
14
店
舗

に
対
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
の

提
供
と
有
事
の
際
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

機
器
の
受
け
渡
し
業
務
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
窓
口
事
務
に
お
け
る
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
、

災
害
を
想
定
し
た
シ
ス
テ
ム

復
旧
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
遵

守
し
、
毎
年
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
復
旧
に
つ
い
て

は
、
職
員
間
で
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く

実
施
手
順
書
の
共
有
を
図
っ

て
い
る
。

問　
特
徴
的
な
も
の
を
伺
う
。

答　
国
や
東
京
都
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
新
た
な
事

業
に
充
て
ら
れ
る
補
助
金
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
は
、
外
来
生
物
で
あ

る
ア
ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ

ン
の
防
除
や
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
、

小
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改

修
工
事
等
に
、
国
や
都
の
補

助
金
を
活
用
し
た
。
ま
た
、

せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園
の
老

朽
化
し
た
橋
の
架
け
か
え
工

事
や
池
の
護
岸
工
事
に
防
衛

補
助
を
活
用
し
た
。

問　
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
平
成
28
年
度
に
地
方
公

問　
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
か
ら
デ
イ

ジ
ー
方
式
の
Ｃ
Ｄ
版
に
変
え

た
こ
と
の
詳
細
を
伺
う
。

答　
市
内
全
戸
配
布
し
て
い

る
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
あ
な
た
と
わ
た
し
」
の
音

訳
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド

で
は
情
報
量
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

紙
面
の
ほ
ぼ
全
て
の
情
報
の

提
供
が
可
能
な
デ
イ
ジ
ー
方

式
と
し
た
も
の
で
、
Ｃ
Ｄ
版

声
の
「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

を
希
望
者
に
配
布
す
る
。

問　
事
業
の
概
要
と
、
平
成

30
年
度
の
実
績
を
伺
う
。

答　
公
益
財
団
法
人
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
、
骨

髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
を

提
供
し
た
者
等
に
対
し
助
成

金
を
交
付
す
る
事
業
で
、
申

請
に
よ
り
、
提
供
の
た
め
の

通
院
、
入
院
、
面
接
等
に
要

し
た
日
数
（
上
限
７
日
）
に
、

提
供
者
は
２
万
円
、
提
供
者

が
勤
務
す
る
事
業
所
は
１
万

円
を
乗
じ
た
額
を
支
給
す
る
。

平
成
30
年
度
の
申
請
は
提
供

者
１
件
で
、
上
限
７
日
分
の

助
成
金
を
支
給
し
た
。

問　
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
活
動

内
容
を
伺
う
。

答　
平
成
30
年
度
は
隔
月
で

全
６
回
、
中
福
生
公
園
及
び

多
摩
川
中
央
公
園
に
お
い
て

実
施
し
、
来
場
者
数
は
延
べ

３
６
２
名
で
あ
っ
た
。
工
具

で
木
材
を
加
工
す
る
木
工
エ

リ
ア
、
か
ま
ど
で
調
理
を
行

う
た
き
火
エ
リ
ア
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
上
で
乳
幼
児
が
過
ご

し
た
り
手
芸
を
行
う
乳
幼
児

手
芸
エ
リ
ア
な
ど
を
設
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
内
容
と
、
参

加
し
て
い
る
保
育
所
の
数
は
。

答　
保
育
の
業
務
を
支
援
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
園
児
の
登

園
・
降
園
の
管
理
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
等
で
行
う
機
能
、

園
児
の
成
長
記
録
の
作
成
機

能
等
が
あ
る
。
市
内
で
導
入

を
希
望
し
た
12
園
で
実
施
し

て
お
り
、
内
訳
は
、
認
可
保

育
園
が
11
園
、
認
定
こ
ど
も

園
が
１
園
と
な
っ
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
住
宅
建
替

促
進
事
業
を
見
直
し
た
も
の

と
の
こ
と
だ
が
、
件
数
増
の

理
由
と
助
成
の
要
件
を
伺
う
。

答　
従
来
、
空
き
家
の
除
却

後
に
同
地
で
住
宅
新
築
を
行

っ
た
場
合
等
に
助
成
し
て
い

た
が
、
除
却
に
特
化
し
た
形

で
事
業
を
新
設
し
た
。
潜
在

的
ニ
ー
ズ
に
合
う
形
で
制
度

設
計
で
き
た
こ
と
が
件
数
増

の
要
因
と
考
え
る
。
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
、
お

お
む
ね
１
年
以
上
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
こ
と
等
が
助
成

の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

問　
不
登
校
対
策
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
活
動
の
実
例
を
伺
う
。

答　
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
へ

の
定
期
的
な
巡
回
相
談
を
行

っ
て
い
る
。
発
達
の
特
性
を

抱
え
る
児
童
と
他
の
児
童
と

の
ト
ラ
ブ
ル
に
指
導
員
が
苦

慮
し
た
事
例
で
は
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

そ
の
児
童
の
発
達
的
な
特
徴

を
丁
寧
に
指
導
員
へ
伝
え
、

児
童
の
特
性
の
理
解
が
進
ん

で
困
難
な
場
面
も
減
り
、
ふ

っ
さ
っ
子
の
広
場
の
環
境
が

改
善
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

問　
食
育
的
な
視
点
か
ら
の

取
り
組
み
と
課
題
を
伺
う
。

答　
児
童
・
生
徒
が
さ
ま
ざ

ま
な
食
材
、
料
理
を
経
験
で

き
る
よ
う
、
旬
の
食
材
や
地

場
産
物
、
行
事
食
や
日
本
各

地
の
郷
土
料
理
な
ど
の
献
立

を
取
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
給

食
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
低
減
に
取
り
組
む

た
め
、
児
童
・
生
徒
が
食
べ

残
し
た
給
食
の
残
菜
量
を
毎

日
計
量
し
、
学
校
と
情
報
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
食

指
導
に
役
立
て
て
い
る
。

会
計
制
度
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
減
価
償
却
費
や
引

当
金
な
ど
を
含
め
た
フ
ル
コ

ス
ト
を
各
施
設
や
事
業
ご
と

に
算
出
可
能
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

作
成
し
た
方
針
で
あ
る
。
平

成
30
年
度
は
、
こ
の
方
針
に

基
づ
き
使
用
料
・
手
数
料
の

改
定
を
行
い
、
平
成
31
年
４

月
１
日
よ
り
新
料
金
を
施
行

し
た
。

問　
内
容
と
成
果
を
伺
う
。

答　
職
員
向
け
に
は
、
「
や

さ
し
い
日
本
語
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
文
書
作
成
な

ど
の
研
修
を
行
い
、
窓
口
で

外
国
人
に
対
応
す
る
職
員
の

意
識
啓
発
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。

市
民
向
け
に
は
、
「
外
国
人

を
取
り
巻
く
動
向
と
私
た
ち

補
助
金
の
活
用に

つ
い
て

窓
口
事
務
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

シ
ス
テ
ム
復
旧
は

多
文
化
共
生
の
講
演
会

に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ

設
置
の
状
況
に
つ
い
て

使
用
料
・
手
数
料
等

受
益
者
負
担
適
正
化

方
針
に
つ
い
て

声
の「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

作
成
委
託
に
つ
い
て

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援

事
業
に
つ
い
て

保
育
所
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

栄
養
士
嘱
託
員
の

業
務
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

空
き
家
住
宅
除
却
助
成

事
業
に
つ
い
て

プ
レ
イ
パ
ー
ク
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

平成 30 年度　一般会計決算の款別内訳 （ ）内 の 数 字 は 合 計 に 占 め る 割 合

平成 30年度 平成 29年度歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

歳入合計　249 億 5,068 万 5,117 円 歳出合計　245 億 372 万 7,432 円

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　入　金

地方消費税交付金

市　　　債

繰　越　金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

土　木　費

総　務　費

消　防　費

諸 支 出 金

公　債　費

議　会　費

商　工　費

農林水産業費

79億7,738万3,262円（32.0％）

49億8,563万4,820円（20.0％）

36億3,602万7,813円（14.6％）

24億2,291万6,000円（9.7％）

16億1,517万9,000円（6.5％）

6億1,590万円（2.5％）

10億3,123万5,560円（4.1％）

10億870万9,000円（4.0％）

3億7,493万2,790円（1.5％）

7億4,626万4,136円（3.0％）

5億3,650万2,736円（2.1％）

120億2,488万7,820円（49.1％）

31億4,842万8,378円（12.9％）

22億508万6,255円（9.0％）

19億8,765万8,107円（8.1％）

9億3,763万3,314円（3.8％）

8億7,026万8,198円（3.6％）

20億1,212万7,434円（8.2％）

2億1,354万7,470円（0.9％）

2億8,041万9,888円（1.1％）

7億6,279万1,370円（3.1％）

6,087万9,198円（0.2％）

〜〜


